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はじめに

　近年、少子高齢化・人口減少の発展、人と人とのつながりの希薄化などにより地域社会
が大きく変化してきています。また、地域社会が抱える課題やニーズもより一層複雑化・
複合化しています。
　地域福祉の推進を本旨としている本会は、子ども、高齢者、障がい者など全ての人が自
分の住み慣れた地域で豊かさを実感できる『地域共生社会の実現』に向け、地域福祉関連
事業を推進しています。
　このような中、いばらきコープ生活協同組合様では、市町村社会福祉協議会が取り組む
経済的に困難をきたしている方への支援、社会的孤立の解消に取り組んでいる支援など多
様な活動を応援するために、本会に対し2020年度から継続的に寄付をされ、その総額は
令和5年度末で26,500千円（うち助成金使用24,500千円（予定を含む））となっており
ます。
　本会では、市町村社会福祉協議会が取り組む上記の活動等に対し、「住民生活応援事業
助成金」として助成を行い、令和5年度には25市町村社協において様々な活動が行われ、
このたび、これらの活動を報告書としてまとめました。
　市町村社会福祉協議会が地域のニーズに即した事業を概略ですがまとめた１冊と
なりましたので、お目通しをいただけたら幸いです。
　最後に、いばらきコープ生活協同組合様に感謝を申し上げますとともに、地域共
生社会の実現に向けた取り組みが各地域で進むことを祈念いたします。
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生活困窮者への日用品等の配布、生活困窮者世帯の子に対する居場所作り

生活困窮者世帯（200世帯）に対する食糧や日用品を配布、または生活困窮者世帯の子ども
に対する居場所づくり（お楽しみ会での交流や経験の幅を増やす）を行った。



⽇立�����協��

ひとり親世帯・学生等を対象に食品提供

18歳以下の子どもを養育するひとり親世帯（65施
世帯）、一人暮らしをする学生(74世帯）等を対象
に、食品を提供した。（フードパントリー、職員
無料配布会）



⼟浦�����協��

ひとり親家庭応援事業特別企画

ひとり親世帯（46世帯）に対して、食料品、日用
品及び生理用品を無料配布することにより、少し
でも安心して生活が送れるように食料品、日用品
などの物資支援する。また、生活相談コーナーを
設け、その後の円滑な支援につなげた。
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生活困窮者のための食料支援及び日用品支援

生活困窮等により食料の支援依頼世帯に対しての食品
及び日用品提供、また高齢者が措置入所時の身支度提
供を実施しました。対象世帯は405世帯。



�城�����協��

ひとり親支援事業

ひとり親世帯（450世帯）に対して、災害時などの
非常時において活用できる資源の支援を目的とし
て、モバイルバッテリーを配布した。



常������協��

緊急食糧等提供事業

市内に居住している経済的に困難な方約200名に対し
て、緊急的かつ臨時的に食料品や日用品等を提供しま
した。



�⼿�����協��

生活困窮者等への食糧・生理用品支援

特例貸付借入人を含む生活困窮者や生活保護申請
中で所持金がなく食糧がない方への支援。家を追
い出されそうな方、滞納している方等に対し、市
と連携し、食糧支援等（生理用品含む）を行っ
た。314名。



⽜久�����協��

地域ふれあい訪問事業

地区社協と市社協との協働、地域の方の
協力により、75歳以上の一人暮らし高齢
者の方々を訪問し、ふれあう機会をもつ
ことにより、地域における平常時及び災
害時等の見守り体制づくりの契機として
気として実施した。1,822世帯実施。


